
１　地域における農業の将来の在り方

（１）　地域計画の区域の状況

ｈａ

ｈａ

ｈａ

ｈａ

④　区域内において、規模縮小などの意向のある農地面積の合計 ｈａ

⑤　区域内において、今後農業を担う者が引き受ける意向のある農地面積の合計 ｈａ

（参考）区域内における○才以上の農業者の農地面積の合計 ｈａ

　うち後継者不在の農業者の農地面積の合計 ｈａ

（２）　地域農業の現状及び課題

（３）　地域における農業の将来の在り方（作物の生産や栽培方法については、必須記載事項）

２　農業の将来の在り方に向けた農用地の効率的かつ総合的な利用に関する目標

％現状の集積率 ％ 将来の目標とする集積率

（３）農用地の集団化（集約化）に関する目標

　寄船集落及び賎ノ女集落は大矢野川から近いこともあり、農業用水の確保はできるため水稲が中心作物である
が、大雨時は海への排水が潮位により難しい場合下流部の農地において冠水することがある。また、基盤整備が
されていないため、不整形で農地一筆当たりの面積が小さい農地が多く、道路と高低差があるため機械の乗り入
れが難しい農地もある。
　大手原集落においては露地野菜が中心ではあるが、水の確保が難しく、斜面地が多く営農条件が良くないこと
から遊休農地化することが懸念される。
　なお、各集落においてイノシシにおける鳥獣被害の影響を受けている。
【主な作物】水稲、レタス、玉ねぎ、きゅうり、キク、カスミソウ等

　寄船集落及び田端・古野集落においては熊本天草幹線道路の建設工事が行われており、工事終了後に目標地
図の区域設定について再考が必要になる。兼業農家が多いが、農業者の高齢化に伴い担い手不足が問題となる
ことから中心となる農業者への集積・集約化が必要。
　田端・古野集落においては施設園芸が中心であり、経営拡大意向のある農業者もいるため、その中心となる農
業者へ集積・集約化が必要。
　賤ノ女集落においては、比較的条件のよい農地において2人の中心となる農業者への集積・集約化が必要。

（１）農用地の効率的かつ総合的な利用に関する方針

（２）担い手（効率的かつ安定的な経営を営む者）に対する農用地の集積に関する目標

（備考）

注１：①については、農業振興地域担当部局と調整の上、記載してください。
　 ２：②及び③については、農業委員会の農地台帳の面積（現況地目）に基づき記載してください。
 　３：④については、規模縮小又は離農の意向のある農地面積を記載してください。
　 ４：⑤については、区域内に特定することができない場合には、引き受ける意向のあるすべての農地面積を記載の上、
　  備考欄にその旨記載してください。
 　５：（参考）の区域内における○才以上の農業者の農地面積等については、できる限り記載するように努めてください。
 　６：「区域内の農用地等面積」に遊休農地が含まれている場合には、備考欄にその面積を記載してください。

注：「地域名」欄には、協議の場が設けられた区域を記載し、農林業センサスの農業集落名を記載してください。

区域内の農用地等面積（農業上の利用が行われる農用地等の区域） 64.32

①　農業振興地域のうち農用地区域内の農地面積 56.32

②　田の面積 26.73

③　畑の面積（果樹、茶等を含む） 35.21

目標年度 令和１６年度

市町村名
(市町村コード)

上天草市

43212

地域名
（地域内農業集落名）

上地区

（寄船、賤ノ女、田端・古野、大手原、女鹿串、豊後谷）

参考様式第５－２号

地域計画

策定年月日 令和7年3月27日

更新年月日
令和8年3月26日

（第1回）




















